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(4) ネットワークサービスの要因は、接続、接続手順、課金、情報通知、活性化制御という 5 種類のサービス対応
に整理でき、要因に基づいた類似度により事例の検索が的確に行えることを明らかとしている。また、ネット
ワークサービス仕様を構成する手順要素と仕様文における操作と結果状態、との関係に基づき、仕様文がどの手
順要素に対応するかを利用者に提示し、事例仕様の理解を支援する方法を明らかにしている。
以上のように、本論文はネットワークサービスにおけるオントロジー構築方法、自然言語の多様な表現に対する意
味の同一性の認識方法、事例ベースによる仕様定義支援方法を明確にすると共に、その効果を実験により実証してい
る。本研究で得られた成果、知見はオントロジー、自然言語処理、知識ベース処理の礎となるものであり、知識工学
の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
